



























ノ ウ ハ ウ
術的知識と人間の
「言
スピーチ
論」とは根本的に異質であるという。それぞれがもっている独特の経験は、共通の世界に住む人間た
ちが、それを相互に語り合い、相互に意味づけることよってのみ有意味なものになるのだが、「言
スピーチ
論」こそ、
互いに自分の経験を語りあい、有意味にする行為そのものなのである。
　初めは戸惑いながら、しかし凝縮された「ことば」満載の書物を読み、仲間たちの「間」で発言するこ
との繰返しの中で、自分の「ことば」を彩り豊かに発信するようになるプロセスは、まさに「創造」とい
う言葉がぴったりするような共通体験となる。するとこちら側の想定をはるかに超える変化に目を見張る
ことになる。順番に回ってくるプレゼンのために10回以上もテキストを読み込む内的「没頭」と、それを
通して自己の中に眠る力を発見し、その力を使いこなすようになる外的「飛躍」を見せてくれる学生たち
の姿にはしばしば感動させられる。それは極めてシンプルなことの辛抱強い積み重ねのなかで生まれてく
る。しかしこうしたプロセスには、「少人数の場」であるということが、必須の条件だ。「少人数教育」と
いうコンセプトを教育の柱としている本学ならではの、「創造の場」なのだと思う。
　多くの局面で「人間の条件」が根源的に、しかもものすごいスピードで変わりつつある現代という時代
に生きる若者たちには、「生きにくさ」が伴い続けるのかもしれないが、「大学でのゼミ」という場は、そ
うした「生きにくさ」にしたたかに抗して「生き抜く力」を内に蓄える、そうしたチャレンジンングな場
にもなりうるのではないだろうか、またかくありたいと切望する。
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